
政治の流れに大きな変化 
 石川氏は続いて、2024年衆院選以後の政治の大きな変化につ

いて、次のように指摘しました。 

●  最大の特徴は、自民・公明の過半数割れ。第２次安倍政権

以降の自民一強時代の終焉、改憲派は２／３割れ。 

●  自民党政治に変わる新しい政治の中身は不明確、野党の共

同で前に進めたいが…。 

●  自民党側は野党取り込みなど、あらゆる巻き返しを狙って

いる。維新、国民民主などの自民補完勢力の動向がカギ。 

●  若い世代でより大きな自公離れ。10～30代で顕著。 

●  2025年3月、政府の提案に含まれた｢高額療養

費負担増｣が、市民の怒りを招き凍結された。こ

れは、｢高額療養費負担患者への支援を200億円

カットする｣という提案。これに対して、｢払え

ない｣｢死ねということか｣｢それはひどすぎる｣と

いう切実な声が全国津々浦々から寄せられた。

そのため、衆議院で成立し参議院審議に入った

ところで石破首相が｢凍結｣を表明、衆議院で再

審議という異例の状況になった。なお、この政

府提案を進めたのは、自民・公明・維新・国民

民主。 

●  現在、｢消費税減税｣が目前の大きな焦点に。

｢消費税減税｣の主張は、多くの国民の声を受け

て、共産党、社民党、れいわ新撰組の他に、維

新、国民民主、自民の一部からも出され

てきている。 
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この間の“水”確保のための様々な取組（８月１８日現在） 

 

県
営
高
田
発
電
所
の
水
圧
管
の
破
損

に
端
を
発
し
た
異
常
な
水
不
足
か
ら
、

断
水
と
い
う
最
悪
の
事
態
を
避
け
よ
う

と
、
市
ガ
ス
水
道
局
は
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
取
組
の
概
要

は
下
の
表
の
通
り
で
す
。 

 

ま
た
、
一
時
10
％
程
度
ま
で
低
下

し
た
正
善
寺
ダ
ム
の
貯
水
率
は
、
最
近

の
降
雨
で
先
月
下
旬
の
水
準
ま
で
回
復

し
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
市
長
は
、
19
日
の
記
者

会
見
で
、｢

10
月
10
日
ま
で
は
断
水
を

避
け
ら
れ
る
見
通
し
に
な
っ
た
。
ま

た
、
節
水
目
標
を
40
％
か
ら
20
％
に

緩
和
す
る｣

と
述
べ
ま
し
た
。 

 

た
だ
、
こ
の
先
も
ま
と
ま
っ
た
降
雨

は
見
込
ま
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
緩
和
さ
れ
た
と
は
い
え
、

引
き
つ
づ
き
節
水
が
呼
び
か
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
力
を
合
わ
せ
て
、
も
う
少
し

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 


